
はい

最近ずっと” 調査”

に行ってるけど、 なかなか

終らないんだな〜

はい、 行きます。

ガリマさんも勉強になるの

で来てください。

チーフ、 準備がで

きたので始めます。
モデルサイトの基本設計

ができたので、 そのプレゼ

ンテーションをするんです。

…この範囲がニルガードの集水域です。

集水域からの水がこの部分に集まって、 さら

に土砂を道路に出しているので、 この部分で

水の勢いを緩める対策を…

基盤が強固で
ないから、 柔
軟性のある鋼
製自在枠を採
用したんだよ。

どうしてコンク
リート製ではな
く、 鋼製自在
枠のダムなんで
しょうか？

うー。
難しい…。

何をする

予定なん

ですか？

治山工事が始まるずいぶん前から、調査、設計の後で担当
者による情報共有のための会議が行われています。
今回のプレゼンテーションはサイトの詳細調査までが一通
り終わった後の、基本設計についてです。
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はい

最近ずっと” 調査”

に行ってるけど、 なかなか

終らないんだな〜

集水域は広すぎて、 対

策を行うとコストがかかり

すぎます。

そうなんですよ！

説明というのはとても

疲れてるんです！

治山工事は税金を使って行われる場合がほとんどなの

で、 一般の人々へ十分な説明ができるようにしておかなけ

ればなりません。 プロジェクト・ダイレクターは最終的な説

明者になるので、 工事を選んだ理由や工事の進め方な

ど把握しておく必要があるんですよ。

３基で機能を発揮で

きる大きさに設計して

います。

* アカウンタビリティ（説明責任）
組織が一般の人々に活動の予定や内容、
結果などを報告する責任。

ダイレクターの理解も
得たので、 これで詳細
設計に移りましょう。

水が集まる地点で
集中的に対策工を実
施します。

アカウンタビリティ*
のことですね。

本当に疲

れた様子で

すね。

チーフ！

谷止工は３基で十
分なのですか？

お
お
、
ガ
リ
マ
さ
ん

聞
い
て
く
れ
ま
す
か
？

お
疲
れ
様
で
す
。

プロジェクトでは、こうして出来上がった基本設計を、さら
にプロジェクト・ダイレクターに説明します。

どうして集水域に何

も対策をしないのです

か？

また、 色んな方からの意

見には、 我々の知らない

情報が含まれていることも

多いですしね。

皆が納得する工事を計画

するためには、 前広に色々

なことを説明できるようにし

ておくことが大事なんです。
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えっと、 それはですね、　まず第1にお腹が空

いてしまったこと、 そして、 第2に少し残して

おけばいいかなと思ったこど、 さらに第3に、

美味しすぎたこと…　結果として、 全て食べて

しまったと言うわけです…

横90cm, 縦170cm

横160cm, 縦95cm

ひ
ど
い
じ
ゃ

　

な
い
で
す
か

な
る
ほ
ど

紅白
ポール　

調査
の道具

紹介

ヤマさんからの日本土産

のお菓子を、 どうして一

人で食べてしまったんです

か!?　説明して下さい！

チーフはこうやって、
日々アカウンタビリ
ティの練習を積んで
いるんですね。

続く…

紅白ポールは、日本
の現場でよく使われ
るポールです。素材
は木製、アルミ製、
樹脂製等様々ですが、

基本的に長さは 2mで、赤白の色が
20cm間隔で塗られています。遠
くや森林内でも赤白の色差がよ
く目立つので、測量で視準す
る時や大まかに長さを測る
時に便利です。

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

20cm

測量の時の視

準に便利です。

災害発生時等、 すぐに概要

を把握する時にも便利です。

使わない時
は、上半分
を収納して
運びます。
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